
 
 

第２４０回 教育研究評議会（定例） 議事要旨 

 

日 時   令和３年１２月１６日（木）１３：２８～１５：１０ 

場 所   事務局特別会議室（４階） 

  

 

（前回議事要旨確認）  

第２３９回教育研究評議会（定例）（R3.11.18 開催） 

 

議題１．機構及び学内共同教育研究施設の改組に伴う学則及び組織規則の一部改正について（資料１） 

議題２．医学部の入学定員増に伴う学則の一部改正について（資料２） 

議題３．理工学研究科及び医歯学総合研究科の入学定員増に伴う大学院学則の一部改正について 

（資料３） 

議題４．国立大学法人鹿児島大学教育研究評議会規則の一部改正について（資料４） 

議題５．国立大学法人鹿児島大学感謝状贈呈規則に基づく被贈呈者の選考について（資料５） 

 

報告事項１．令和３年度コンプライアンスに関する研修の受講状況について（資料６） 

報告事項２．令和３年人事院勧告における本学の対応及び国立大学法人鹿児島大学職員給与規則等の一

部改正見送りの報告について（資料７） 

報告事項３．勤務時間・休暇管理システムの本稼働について（資料８） 

報告事項４．教職員のライフワークバランスを応援する鹿児島大学サポート宣言について（資料９） 

報告事項５．令和２年度に係る業務の実績に関する評価結果等について（資料１０） 

報告事項６．鹿児島大学ベストティーチャー賞実施要項の一部改正について（資料１１） 

報告事項７．令和４年度大学入学共通テストの実施について（資料１２） 

報告事項８．「QS アジア大学ランキング 2022」結果について（資料１３） 

報告事項９．Email 情報漏洩等対策について（資料１４） 

報告事項１０．令和３年度トップセミナー「情報セキュリティ講習会（幹部職員向け）」の開催につい

て（資料１５） 

報告事項１１．令和３年度学内変更予算第１号（案）について（資料１６） 

報告事項１２．委員会報告（開催済） 

（企画） 

①  令和３年度第４回企画・評価委員会（メール会議：R3.11.9～11.11）（資料１７） 

（教育） 

②  令和３年度第７回教務委員会（メール会議：R3.11.9～11.11）（資料１８） 

③  令和３年度第８回教務委員会（R3.11.30）（資料１９） 

④  令和３年度第６回共通教育委員会（メール会議：R3.11.8～11.10）（資料２０） 

⑤  令和３年度第７回共通教育委員会（R3.11.26）（資料２１） 

⑥  令和３年度第 10 回学生生活委員会（R3.11.8）（資料２２） 

（入試） 

⑦  令和３年度第９回入試委員会（R3.11.19）（資料２３） 

 

その他 

１．新型コロナウイルスの現在の対応状況等について（資料２４） 

 

 

［出席委員］ ２４名 

 佐野学長 



  
 

（理事）馬場（Ｗｅｂ会議参加）、越塩、岩井、武隈 

（副学長）渡邊 

（学部長等）松田、有倉、岡村、橋口（照）、西村、木下、橋本、佐久間、三角、石塚（Ｗｅｂ会議参加）、

山口（明）、井戸、中原、寺田、久保田、橋口（知）、森 

（事務局長）田頭 

 

［欠席評議員］ ０名 

（理事） 

（副学長） 

（学部長等） 

（事務局長） 

 

［オブザーバー］ 

 日高監事、石窪理事、萩元理事 

 

《以下 Ｗｅｂ会議参加》 

（副学部長等）藤内、山口（武）、小山、八代、田口、川畑、寺岡、上西、三好、二宮、山﨑 

 

 

 冒頭、令和３年 11 月 18 日開催の第 239 回（定例）教育研究評議会の議事要旨（案）の確認が行われ、

原案どおり了承された。 

 

議題１．機構及び学内共同教育研究施設の改組に伴う学則及び組織規則の一部改正について（資料１） 

  学長から、機構及び学内共同教育研究施設の改組に伴う学則及び組織規則の一部改正について諮ら

れ、越塩理事から、機構及び学内共同教育研究施設の見直し、センター組織に関連する学域・学系の

見直しに伴い、学則及び組織規則の改正を行うこと、施行日は令和４年４月１日であること等資料に

基づき説明があり、審議の結果、了承された。 

 

議題２．医学部の入学定員増に伴う学則の一部改正について（資料２） 

  学長から、医学部の入学定員増に伴う学則の一部改正について諮られ、越塩理事から、医学部医学

科の令和４年度における入学定員を地域の医師確保等の観点から20人（地域枠：18人、歯学部振替枠：

２人）増の110人とすること、施行日は令和４年４月１日であること等資料に基づき説明があり、審

議の結果、了承された。 

 

議題３．理工学研究科及び医歯学総合研究科の入学定員増に伴う大学院学則の一部改正について 

（資料３） 

  学長から、理工学研究科及び医歯学総合研究科の入学定員増に伴う大学院学則の一部改正について

諮られ、越塩理事から、社会的要請の強い理工学研究科（博士前期課程）の入学定員を15人増の301

人（うち工学専攻237人）とすること、医科学研究者を志す医療従事者、他分野学生の学びの間口を

広げること等のため、医歯学総合研究科（修士課程）医科学専攻の入学定員を５人増の15人とするこ

と、施行日は令和４年４月１日であること等資料に基づき説明があり、審議の結果、一部修正の上、

了承された。 

 

議題４．国立大学法人鹿児島大学教育研究評議会規則の一部改正について（資料４） 

  学長から、国立大学法人鹿児島大学教育研究評議会規則の一部改正について諮られ、越塩理事から、

男女共同参画・ダイバーシティ推進のための具体の取組として、教育研究評議会への女性参画率を向

上させるため、女性の学長補佐から選出する女性評議員枠を追加すること、施行日は令和４年４月１



  
 

日であること等資料に基づき説明があり、種々意見交換が行われ、審議の結果、了承された。 

 

議題５．国立大学法人鹿児島大学感謝状贈呈規則に基づく被贈呈者の選考について（資料５） 

  学長から、国立大学法人鹿児島大学感謝状贈呈規則に基づく被贈呈者の選考について諮られ、馬場

理事及び木下工学部長から、佐賀県認定の公益財団法人原田記念財団から、昭和58年度から本学学部

生・大学院生への奨学助成及び平成２年度から流体工学に関する学術研究に従事している本学教員へ

の研究助成を現在まで受けていること並びに今後も継続的に奨学助成及び研究助成が期待されるた

め、鹿児島大学感謝状贈呈規則第３条に基づき、本学の教育、研究等において多大な貢献があった団

体として推薦したいこと等資料に基づき説明があり、審議の結果、了承された。 

 

報告事項１．令和３年度コンプライアンスに関する研修の受講状況について（資料６） 

越塩理事から、令和３年度コンプライアンスに関する研修について、今年度は「情報セキュリティ

に関する講演」及び「倫理、ハラスメント及びソーシャルメディアの適切な利用に関する講演」を、

10月４日から12月27日まで動画配信していること、「法人文書管理に関する講演」は、昨年度同様に

e-ラーニングによる研修を行っていること、Webアンケート等により視聴状況を把握し、全教職員の

受講を義務付けていること、現在の受講状況等資料に基づき説明があった。 

 

報告事項２．令和３年人事院勧告における本学の対応及び国立大学法人鹿児島大学職員給与規則等の一

部改正見送りの報告について（資料７） 

   越塩理事から、10 月 19 日開催の第 18 回大学運営会議で、一般職の職員の給与に関する法律等の一

部を改正する法律が公布されることを前提に人事院勧告に準拠して対応することが承認されたが、文

部科学省大臣官房長からの事務連絡のとおり、国家公務員給与の取扱いに係る検討状況は、11 月 12

日第２回給与関係閣僚会議においても取扱方針が決定しておらず、経済対策等政府全体の取組との関

係も見極めるべく、引き続き検討を進め、経済対策の閣議決定後速やかに方針を決定することとなっ

たこと、また、取扱方針が決定していないこと等を踏まえ、人事院勧告への準拠を見送り、これに伴

う給与規則等の一部改正についても見送ること等資料に基づき説明があった。 

 

報告事項３．勤務時間・休暇管理システムの本稼働について（資料８） 

  越塩理事から、鹿児島労働基準監督署からの是正勧告への対応、労働安全衛生法改正への対応及び

勤怠管理業務の改善を目的として勤務時間・休暇管理システムの導入が令和２年３月 31 日開催の令

和元年度第 35 回大学運営会議にて決定され、令和３年 11 月から事務系職員を対象にシステムを本稼

働していること、令和４年１月１日開始分の概要等資料に基づき説明があった。併せて、令和４年４

月からシステムのみで勤怠管理業務を行う予定であるが、裁量労働制職員は部局等からの要望等を踏

まえ、令和４年２月以降は部局等の判断によりシステムのみでの管理とすることも可能とすること等

説明があった。 

 

報告事項４．教職員のライフワークバランスを応援する鹿児島大学サポート宣言について（資料９） 

  越塩理事から、教職員のライフワークバランスを応援する鹿児島大学サポート宣言について、男女

共同参画・ダイバーシティ推進のための具体の取組として、教職員のライフワークバランスを応援す

る鹿児島大学サポート宣言を行い、学内外に公表すること、このことに伴い女性教職員の採用率アッ

プに繋がることが期待されること等資料に基づき説明があった。 

  なお、石窪理事から、この宣言を鹿児島大学が行ったことを学内外へ示すことにより、鹿児島大学

のブランディングにつながること、今後更に内容を充実させる必要があること等発言があった。 

 

報告事項５．令和２年度に係る業務の実績に関する評価結果等について（資料１０） 

岩井理事から、令和３年６月末に提出した「令和２事業年度に係る業務の実績に関する報告書」に

ついて、文部科学省の国立大学法人評価委員会から評価結果の通知があり、四つの項目全て「４．順



  
 

調に進んでいる」との結果であったこと等資料に基づき説明があった。 

 

報告事項６．鹿児島大学ベストティーチャー賞実施要項の一部改正について（資料１１） 

武隈理事から、鹿児島大学ベストティーチャー賞実施要項の一部改正について、鹿児島大学ベスト

ティーチャー賞制度に係る受賞候補者として、教育活動を複数の教員で実施するチームも対象とする

こと等資料に基づき説明があった。 

 

報告事項７．令和４年度大学入学共通テストの実施について（資料１２） 

武隈理事から、令和４年度大学入学共通テストの本試験を令和４年１月 15 日（土）、16 日（日）

に、追試験を１月 29 日（土）、30 日（日）に実施すること等資料に基づき説明があった。併せて、

資料の修正について説明があった。 

 

報告事項８．「QS アジア大学ランキング 2022」結果について（資料１３） 

馬場理事から、英国の大学評価機関「Quacquarelli Symonds」(QS)が、11 月２日に「QS アジア大

学ランキング 2022」を発表したこと、本学の順位及び指標スコアの内容等資料に基づき説明があっ

た。 

報告事項９．Email 情報漏洩等対策について（資料１４） 

森副学長から、Email 情報漏洩等対策について、今後、学内では極力 Email を利用せず Teams（チ

ャット、グループ）を利用すること、Teams 利用のため職員名簿システムに Kadai ID を掲載してほし

い（希望者のみで良いので）こと、学外へメールを送付する際はパスワード付き暗号化添付ファイル

（PPAP）の利用を禁止し、ウェブファイルシステムにパスワード付きでアップロードすること等資料

に基づき説明があった。 

なお、今後、Email 情報漏洩等対策の講習会を実施し、各システムの利用方法等が分かる資料を作

成し、周知することとなった。 

 

報告事項１０．令和３年度トップセミナー「情報セキュリティ講習会（幹部職員向け）」の開催につい

て（資料１５） 

森副学長から、令和３年度トップセミナー「情報セキュリティ講習会（幹部職員向け）」を１月の

教育研究評議会開催前の13時10分からWeb会議若しくはハイブリッド会議で開催すること等資料に基

づき説明があった。 

 

報告事項１１．令和３年度学内変更予算第１号について（資料１６） 

  事務局長から、令和３年度学内変更予算第１号について、令和２年度決算における目的積立金が文

部科学大臣により承認されたので、余剰金とともに経営戦略経費及び病院再開発整備事業に充当する

こと、また、人件費予備費及び予備費についても取り崩した上で経営戦略経費に充当すること等資料

に基づき説明があった。 

 

報告事項１２．委員会報告（開催済） 

 学長から、下記①から⑦の委員会については、開催済みであり、各部局関係委員から確認願いたい

旨の発言があった。 

（企画） 

①  令和３年度第４回企画・評価委員会（メール会議：R3.11.9～11.11）（資料１７） 

（教育） 

②  令和３年度第７回教務委員会（メール会議：R3.11.9～11.11）（資料１８） 

③  令和３年度第８回教務委員会（R3.11.30）（資料１９） 

④  令和３年度第６回共通教育委員会（メール会議：R3.11.8～11.10）（資料２０） 

⑤  令和３年度第７回共通教育委員会（R3.11.26）（資料２１） 



  
 

⑥  令和３年度第 10 回学生生活委員会（R3.11.8）（資料２２） 

（入試） 

⑦  令和３年度第９回入試委員会（R3.11.19）（資料２３） 

 

その他  

１．新型コロナウイルスの現在の対応状況等について（資料２４） 

  越塩理事、武隈理事、馬場理事、石塚副病院長から、各担当の新型コロナウイルスの現在の対応状

況等について、資料に基づき説明があった。 

  なお、学長から、新型コロナウイルスの３回目の職域接種実施を検討している旨発言があった。 

 

   次回の教育研究評議会（定例）は、令和４年１月 20 日（木）13 時 40 分からとなった。 

 


